
    

震
災
後
の
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
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市
民
三
学
運
動
推
進
委
員
会
と

市
民
三
学
地
域
委
員
会
の
合
同
会

議
で
先
人
３０
人
の
予
定
者
の
名
前

を
見
た
の
で
す
が
、
東
野
で
は
シ

ク
ラ
メ
ン
の
伊
藤
幸
重
さ
ん
、
三

郷
町
で
は
西
行
研
究
の
町
野
浦
二

良
さ
ん
の
名
前
が
上
が
ら
な
か
っ

た
ん
で
し
ょ
う
か
。

  

伊
藤
さ
ん
は
、
瑞
浪
市
の
サ
イ

エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
で
大
き
な
パ
ネ

ル
で
良
く
見
か
け
ま
す
。
恵
那
の

人
が
忘
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。
残
念
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
匿
名
）

　

市
で
は
、
現
在
、
子
ど

も
も
大
人
も
高
齢
者
も
み

ん
な
で
学
ん
で
幸
せ
に
な
ろ
う
、

と
い
う
市
民
三
学
運
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
啓
発
す
る
事
業
と

し
て
「
地
域
の
誇
り
恵
那
の
先
人

三
十
人
」
と
い
う
冊
子
を
編
集
し

ま
し
た
。
こ
の
編
集
作
業
に
は
、

各
地
域
の
歴
史
や
事
情
に
詳
し
い

９
人
の
編
集
委
員
の
皆
さ
ん
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
恵
那
の
先
人
三
十
人
」
の
冊

子
は
、
数
あ
る
先
人
の
中
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
市
を
支
え
て
き
た

方
々
や
日
本
に
貢
献
し
た
方
々
を

選
出
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
先
人
に
対
し

て
、共
通
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、

自
慢
の
種
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
作
成
し
た
も
の

で
す
。

　

人
選
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
で

２
人
と
い
う
限
ら
れ
た
人
数
で
選

出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
は
、
他
に
も
地
域
に
貢
献
し

た
先
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
冊
子
で
「
恵
那
市
に
は

こ
ん
な
人
が
い
る
ん
だ
。
で
も
自

分
の
古
里
に
は
、
こ
の
本
に
は
載

っ
て
い
な
い
け
ど
、
こ
ん
な
す
ご

い
人
も
い
る
ん
だ
よ
」
と
地
域
の

話
題
づ
く
り
や
子
ど
も
た
ち
に
話

し
て
い
く
切
っ
掛
け
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
冊
子
は
、
広
報
え
な
５
月

１５
日
号
と
同
時
に
各
家
庭
に
配
布

す
る
予
定
で
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

（
社
会
教
育
課
）

　

震
災
発
生
か
ら
の
１
カ
月
間
、

市
で
は
、
次
の
表
の
と
お
り
、
企

業
や
個
人
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い

支
援
を
得
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
物
資

を
被
災
地
へ
届
け
る
と
共
に
、
下

表
の
と
お
り
計
８
回
、
３８
人
の
職

員
な
ど
の
派
遣
も
行
い
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
、
引
き
続
き
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
環
境
放
射
線
の
結
果
を
公
表
】

　

県
内
の
環
境
放
射
線
・
水
道
水

放
射
性
物
質
の
測
定
結
果
を
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.cit

y
.en

a.lg
.jp

）で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

【
災
害
派
遣
等
従
事
車
両
証
明
書
】

岩
手
県
や
宮
城
県
、
福
島
県

の
自
治
体
か
ら
依
頼
を
受
け
物
資

な
ど
を
運
ぶ
際
、
車
両
証
明
書
が

あ
れ
ば
有
料
道
路
が
無
料
で
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

落
語
家
の
三
遊
亭
遊
雀
ら
を

迎
え
て
、寄
席
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

５
月
２１
日
㈯
午
後
１

時□
と
こ
ろ　

明
智
か
え
で
ホ
ー

ル□
料
金　

▽
前
売
り
券
＝
１
５

０
０
円　

▽
当
日
券
＝
１
８
０

０
円

□
出
演
者　

三
遊
亭
遊
雀
・
め

お
と
楽
団
ジ
キ
ジ
キ

□
券
売
所　

明
智
か
え
で
ホ
ー

ル
・
大
正
村
役
場

　
　
　
　

日
本
大
正
村
か
え
で

寄
席
実
行
委
員
会
志
５
４
―

３
９
４
４

□
と
き　

５
月
２２
日
㈰
午
前
９

時
半
―
午
後
１
時

□
と
こ
ろ　

中
コ
ミ
セ
ン

□
対
象　

誰
で
も
参
加
可
能

□
定
員　

２０
人
（
先
着
順
）

□
講
師　

佐
々
部
恵
美
子
さ
ん

□
受
講
料　

▽
会
員
＝
無
料　

▽
非
会
員
＝
１
０
０
０
円

　
　

え
な
イ
ー
ス
ト
総
合
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
志
２
５
―

０
０
６
８

□
と
き　

５
月
１７
日
㈫
午
前
１０

時□
と
こ
ろ　

市
共
同
福
祉
会
館

　
　

露
木
淳
子
志
２
６
―
２
６

６
０

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
】 

□
と
き　

６
月
７
日
―
２８
日

（
毎
週
火
曜
日
）
午
前
９
時
半

―
１１
時
半
（
全
４
回
）

□
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金　

６
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
０
５
０
円
）

【
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座
】

□
と
き　

６
月
９
日
―
３０
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
―

３
時
（
全
４
回
）

□
内
容　

表
計
算
の
基
本
的
な

操
作
か
ら
表
や
集
計
表
を
実
践

に
即
し
て
学
び
ま
す
。

□
料
金　

６
０
０
円
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
１
２
３
９
円
―

１
７
６
４
円
）

※
Ｕ
Ｓ
Ｂ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ

リ
ー
を
８
８
０
円
で
購
入
い
た

だ
く
か
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室 

□
定
員　

１８
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
期
間　

５
月
１０
日

㈫
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

５
月
３０
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
。
再
受
講
者

の
受
講
の
可
否
は
、
５
月
３１
日

㈫
以
降
に
連
絡
し
ま
す
。

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　

３
月
１８
日
か
ら
２１
日
に
、
東

日
本
大
震
災
後
の
災
害
派
遣
要

員
と
し
て
宮
城
県
女
川
町
立
病

院
へ
行
き
ま
し
た
。

　

病
院
は
海
面
か
ら
約
１５
㍍
の

高
台
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
建
物
の
１
階
部
分
は
波
に
襲

わ
れ
壊
滅
状
態
で
し
た
。

　

女
川
町
は
約
４
割
の
方
が
行

方
不
明
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

入
院
患
者
は
約
８０
人
で
、
外

来
患
者
は
１
日
に
約
３
０
０
人

で
し
た
が
、
薬
も
在
庫
が
少
な

い
た
め
３
日
程
度
を
処
方
す
る

の
が
精
一
杯
で
し
た
。

　

そ
ん
な
状
況
下
で
、
現
地
の

ス
タ
ッ
フ
は
自
分
の
家
族
の
安

否
さ
え
確
認
に
行
け
ず
、
懸
命

な
治
療
の
姿
に
、
私
た
ち
は
掛

け
る
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
様
子
が
今
で
も
目
に

浮
か
び
ま
す
。

　

小
さ
な
支
援
も
皆
で
支
え
合

え
ば
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い

ま
し
た
。（
恵
那
病
院
看
護
師
）

【義援金】　７６,７４９,１９７円（４月１５日現在）

【支援物資】

第１回目

□とき　３月２４日～２７日（市民会館）

□件数　７９６件（ダンボール５００箱）

□重量　４,５３６㌔

第２回目

□とき　４月１４日（市民会館）

□件数　３０６件（ダンボール２８２箱）

□重量　２,５６３㌔

※市観光協会と共同開催

【市への避難者対策】（市の把握分）

□アパートへの入居　１世帯

□一般家庭への入居　５世帯

□市営住宅への入居　１世帯

※市営住宅は、８戸分を用意しています

皆さんからいただいた支援

申問　：問い合わせ　　：申し込み

▲福島県相馬市の海岸付近の被災状況。正面に見える建物は火力発電所（４月４日派遣職員が撮影）

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

　

３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
。
こ
れ
ま
で
、
皆
さ
ん
か

ら
の
温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
市
の
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

防
災
情
報
課
（
内
線
３
１
７
）

申
・
問

市
の
先
人
に
入
る
べ
き

人
が
選
ば
れ
て
い
な
い

申
・
問

父
子
家
庭
の
祖
父
母
会

第
１
回
か
え
で
寄
席
を

開
催

問

病院内の風景 ▼

韓
国
料
理
教
室

日にち 派遣先 内容 所属 人数

３月１１日～２３日 福島県郡山市・福島市 捜索活動など 消防本部 １４人

３月１２日～１７日 宮城県色麻町 給水支援活動 一般職員 ６人

３月１８日～２２日 宮城県女川町 医療活動 恵那病院看護師 ２人

３月２５日～２６日 福島県相馬市 物資搬送 一般職員 ３人

４月 ３日～  ５日 福島県南相馬市・相馬市・二本松市 物資搬送（東濃４市合同） 一般職員 １人

４月 ８日～１１日 宮城県亘理町 医療活動 恵那病院医師他 ７人

４月 １４日～２５日 宮城県女川町 医療活動 恵那病院技師他 ３人

４月１５日～１７日 岩手県釜石市 物資搬送（市観光協会合同） 一般職員  ２人

６
月
期
講
座
を
開
催

問

被
災
病
院
で
献
身
的
な
看
護


